
令和 8年度 第 1回 橿原市中学校部活動地域展開協議会 議事録 

1. 会議日程・名簿 

日時 令和 8年 5月 21日（木） 午後 1時 45分 

場所 かしはら万葉ホール 4階 研修室 2 

出席委員 【会長】 稲葉慎太郎 

【委員】 小田勝通、田宮 誠、前川妙子、吉岡 眞、岡 裕明、緒方菜帆 

欠席委員 【副会長】 河内 剛  【委員】 飯田 潔 

事務局 【橿原市健康スポーツ部】 

 細川長人（部長）、熊本光伸（副部長）、 

森尾公一（スポーツ推進課長）、志村 剛（スポーツ推進課課長補佐）、 

加井大補（統括調整員）、東 美孝（指導員）、平塚和久（指導員） 

【橿原市教育委員会】 

   𠮷田德弘（教育長）、河野悦昌（局長）、村井田 悟（副局長）、 

西浦弘孝（副局長）、圡田昌彦（教育総務課長）、 

小山純一（文化芸樹振興課長補佐）、堀 哲也（文化芸術振興課係長）、 

棚橋浩一（相談員） 

鶴田剛史（学校教育課長）、池田篤史（学校教育課長補佐）、 

中西朋紀（指導主事）、平谷俊介（指導主事） 

【かしクラ事務局】 小川 栄（統括ディレクター） 

傍聴者 0名 

2. 会議概要 

次第 ・委員の紹介 

・１ 報告事項 

（１）令和８年度からの橿原市地域クラブ活動について  

【配付資料】 

資料１ 橿原市中学校部活動地域展開協議会委員名簿 

資料２  2026 年度橿原市立中学校休日部活動の地域展開に伴う地域ク

ラブ活動（かしクラ）活動報告 vol.1 



協議会では、事務局より橿原市地域クラブ活動の実証事業、令和 8年度からの地域クラブ活動

について報告し、地域クラブ活動について協議がなされた。 

報告内容は、昨年度の実証事業の報告、地域クラブの登録状況、指導者について、４月からの

活動報告、今後の地域クラブ設立予定など。 

3. 協議内容・質疑応答 

委託業者の体制と責任の所

在について 

前川委員：委託業者の詳細な情報や仕様書内容、事故発生時の責任

の所在について質問。 

熊本副部長：株式会社 faskへ業務委託。業務内容としては、統括コ

ーディネーターの配置、指導者の確保と適切な配置、生徒保護者と

学校の連絡調整を委託し、今後は指導者の研修、費用の徴収を予

定。スポーツ推進課、教育委員会、業者の三者で巡回し、活動の有

無や現場への確認、不測の事態にはスポーツ推進課と業者で連携。 

仕様書は次回用意する。 

稲葉会長：監督責任の立場や関係性が整理された資料の作成を。 

細川部長：基本的な責任は橿原市にあるが、委託先が契約を不履行

した場合は委託先にも責任が生じる。 

田宮委員：業者の過去の実績等に関しての資料も報告を。働き方改

革の一環でありながら市職員が土日出勤している点を指摘。 

実証事業について 稲葉会長：実証事業において、何ができて何ができなかったかとい

う観点が必要。実証事業の進め方の課題も含め整理を。 

周知について 稲葉会長：保護者への浸透、情報の周知が十分でなかった。来年度

中学校 1年生の保護者も同じことが起きる。数年単位で確実に続く

という認識が必要。 

小田委員：小学校への周知状況や保護者・生徒の理解度に疑問。PTA

として協力・発信できる明確な情報の共有を。 

西浦副局長：今後の展開や周知方法について、これから明らかにし

ていく。PRに PTAの協力頂けるとありがたい。 

現場より 岡委員：部活動と地域クラブの違いが生徒・保護者等に伝わってい

ない。楽しむ層と頑張る層のチーム分けが機能せず不満が出てい

る。3年生引退後の人数減少も見据え、今後、自校への参加縛りを緩

和すべきでは。 

緒方委員：1年生の地域クラブに参加している人数について、部活を

決めきれていない時期に第 2次募集の締め切りが設定されている。

部活動に熱意を持っている生徒しか登録していない状態であった。1

年生の登録は今後第 3次募集で増えている印象。 

連絡体制について 緒方委員：活動日の周知不十分により、指導者が不在で生徒が帰宅

するトラブルが 2回発生していた。 

森尾課長：事務局より日程や場所の変更などは保護者にメールで連



絡を入れているが、メールを見ていない、電話とメールのどちらで

も連絡がつかない家庭もあり、参加者が会場に行ってしまったとい

うケースがあった。保護者宛てメールの不通・未確認が原因。現

在、指導者・保護者・事務局の 3者をダイレクトに繋ぐ連携アプリ

を準備中。 

稲葉会長：100％情報が行きつかないこともある。アプリ以外の連絡

手段の確保も必要ではないか。 

「3時間程度」の活動時間

について 

緒方委員：各学校で「3時間程度」という活動時間の認識にバラつき

がある。 

西浦副局長：部活動ガイドラインに基づき、準備・片付けを含めた

「拘束時間」として 3時間程度を基準としている。 

𠮷田教育長：事務局内で改めて「3時間程度」の捉え方を整理する。 

学校施設・備品について 緒方委員：職員室での活動中の急な楽譜コピー等の対応は、柔軟に

考えてもらいたい。 

西浦副局長/𠮷田教育長：土日は指導員に現場を委任しているため、

管理上の観点から、基本的に指導する場所だけで。緊急時を除き指

導員としての職員室立ち入りは線引きが必要。 

緒方委員：地域クラブの楽譜等の準備は平日でということか。教員

が携わっていない地域クラブもある。コピーは学校のものである。 

西浦副局長：現在は過渡期として平日の延長線上にあるため、可能

な限り平日に準備をしていただきたい。将来的にはコピー等の費用

も捻出しなければならない。 

吉岡委員：過渡期の対応、音楽系クラブの楽器の保管場所、修理

費、私費購入とクラブ引き継ぎ品の問題など、しっかり考えておく

べき。 

小田委員：学校備品の使用可否および破損時の弁償について明確

に。 

圡田課長：基本的には、学校備品は使用可能。破損時は学校または

教育総務課の予算で修繕する。 

鶴田学校教育課長：ゴール等の大型備品は使用可能。破損について

は部活動中での破損か地域クラブ中での破損か確認が必要。部費で

購入している備品の使用は控えていただきたい。バドミントンのシ

ャトル等の消耗品は地域クラブ活動費。ボール等、備品か消耗品か

曖昧になっている状態は今後整理する。 

指導者の手配について 緒方委員：指導者名簿を把握できていない。個別依頼をしているケ

ースもある。 

西浦副局長：事務局で指導者リストを管理しており、指導者の段取

りができないときは委託先に相談してくれれば調整する。 

森尾課長：事務局、委託先は指導者の顔つなぎの役割をしている。

あとは各クラブや指導者に任せている。 



4.  会長閉会挨拶 

保護者への情報の周知が十分でなかった。新しい活動ができる可能性を早めの段階で伝えるこ

とが必要である。これまでの実証事業の振り返りも踏まえたうえで、来年度に向けた準備を。 

5.  次回予定 

次回の協議会は１１月開催予定。 



会議名:令和8年度 第1回橿原市中学校部活動地域展開協議会

開催日時:令和8年5月21日(木)午後1時45分一

開催場所:かしはら万葉ホール 4階 研修室2-

確認事項

上話の会議にて作成された議事録を確認いたしました。

議事録の内容が事実と相違ないことを確認し、ここに署名いたします。














